
「環境報告書 2018」について、名古屋大学・静岡大学と意見交換会を行いました 

 

8月 20日（月）、名古屋大学より環境安全衛生管理室室長の村田静昭教授を含む 11名と、

静岡大学より財務施設部施設課副課長の 2 名の方々に参加いただき、環境報告書について

の意見交換会を岐阜大学で行いました。本学からは、統括環境管理責任者の櫻田修教授を

はじめ、学生を含めた 13名が出席しました。 

３大学での意見交換会は今回初めての取り組みです。それぞれの立場から活発な意見交

換を行い、環境報告書のあり方について見つめなおす良い機会となりました。 

 誌面の構成や内容に関するアイディアなど、幅広く意見をいただくとともに、作成過程

で生じる課題や悩みを共有することができ、大変有意義な時間となりました。 

本環境報告書に反映できる点は速やかに反映し、その他の意見は次年度以降の環境報告

書の作成に役立ててゆきたいと思います。 

「岐阜大学環境報告書 2018」は９月末発行予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換会風景                 意見交換会の参加者 

岐阜大学環境報告書 2018へいただいた意見 

【評価いただいた内容】 

・学生が参画している点が評価できる 

・トピックスが親しみやすい内容でよい 

・環境研究が学生のインタビュー記事で構成されていて読みやすい 

・環境活動において学生が関わっていてよい 

・地域連携がなされていてよい 

【改善提案を受けた内容】 

・地域連携活動において連携の概要があるとよい 

・写真の説明があるとよい 

・エネルギー使用に係る原単位の表記があるとよい 

・データは表ではなく図やグラフの方が見やすい 


